
菅

原

氏

と

年

中

行

事

北

山

円

正

一

菅
原
氏
は
、
平
安
時
代
に
お
い
て
文
章
道
を
担
う
家
柄
と
し
て
活
動
し
、

清
公
以
来
代
々
文
章
博
士
や
式
部
大
輔
な
ど
の
文
官
を
輩
出
し
て
き
た
。
学

問
を
講
授
し
、
政
事
に
か
か
わ
る
種
々
の
文
章
を
草
し
、
さ
ら
に
は
朝
廷
の

催
す
宴
席
に
陪
侍
し
て
詩
を
詠
じ
る
の
を
家
業
の
柱
と
し
て
い
た
。
清
公
・

是
善
・
道
真
の
三
代
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

菅
家
集
・
菅
相
公
集
・
菅
家

文
草

菅
家
後
集

が
あ
り
、
文
業
の
数
々
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
清
公

と
是
善
の
詩
文
集
は
失
わ
れ
て
い
る
が
、
道
真
の
そ
れ
は
今
に
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
二
集
に
よ
れ
ば
、
道
真
お
よ
び
菅
原
氏
の
公
私
に
わ
た
る
文
事

の
中
味
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
道
真
は
そ
の
作
品
数
が
多
く
、
学
者
文
人

と
し
て
の
動
向
は
細
か
な
部
分
ま
で
明
か
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
昨
今

注
目
を
集
め
て
い
る
の
は
漢
詩
で
あ
っ
て
、
中
国
文
学
受
容
や
仮
名
文
学
へ

の
影
響
な
ど
多
方
面
に
お
い
て
研
究
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
成
果
は

着
実
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
道
真
の
詩
文
は
、
た
ん
に
文
学
と
い
う
限

ら
れ
た
分
野
で
の
み
語
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
広
く
当
時
の
文
化
を
視
野

に
入
れ
て
読
む
必
要
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
詩
作
と
深
い

が
り
を
持
つ

菅
原
氏
主
催
の
年
中
行
事
、
寒
食
・
八
月
十
五
夜
・
九
月
尽
日
の
宴
を
取
り

上
げ
て
、
そ
の
行
事
が
ど
の
よ
う
に
始
ま
っ
て
展
開
し
、
当
時
の
貴
族
・
文

人
社
会
に
波
及
し
た
の
か
を
述
べ
た
い
。
そ
れ
は
、
平
安
時
代
の
文
化
に
お

い
て
菅
原
氏
の
果
し
た
役
割
を
述
べ
る
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

二

寒
食
は
元
来
中
国
の
行
事
で
あ
り
、
立
冬
か
ら
数
え
て
百
五
日
目
と
そ
の

前
後
一
日
を
合
わ
せ
た
三
日
間
火
を
一
切
用
い
な
か
っ
た
（
禁
火
）。
つ
ま

り
燈
火
を
点
さ
ず
冷
食
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
三
日
間
が
過
ぎ
た
百
七
日
目

の
清
明
に
は
禁
火
を
解
く
。
唐
の
時
代
、
寒
食
の
頃
に
は
人
々
に
は
休
暇
が

与
え
ら
れ
、
展
墓
・
踏
青
（
野
遊
）・
闘
鶏
・
打
毬
（
ポ
ロ
）・
鞦
韆
（
ブ
ラ

ン
コ
）・
蹴
鞠
・
宴
会
な
ど
を
行
っ
た
（
１
）。
ま
た
帰
省
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

菅
原
道
真
と
そ
の
岳
父
島
田
忠
臣
に
は
寒
食
の
詩
が
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
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る
。１

、
待
来
寒
食
路
遙
遙
、
自
二

一
陽
生
一

百
五
朝
。
天
愍
二

子
推
一

嫌
レ

挙
レ

火
、
柳
烟
桃
焔
雨
中
消
（
菅
家
文
草

巻
一
、
陪
二

寒
食
宴
一

、

雨
中
即
事
、
各
分
二

一
字
一

。
得
レ

朝

。
貞
観
十

八
六
六

年
の
作
）

２
、
寒
食
日
、
花
亭
宴
、
同
賦
二

介
山
古
意
一

、
各
分
二

一
字
一

。
探
得
二

交

字
一

（
同
巻
六
。
昌
泰
二

八
九
九

年
の
作
）

３
、
寒
食
踏
レ

青
細
草
頭
、
歳
来
今
日
放
二

春
遊
一

。
平
明
出
レ

郭
昏
応
レ

去
、

小
樹
花
前
軟
脚
留
（
田
氏
家
集

巻
之
上
、
寒
食
踏
レ

青
行
。
得
レ

遊

）

４
、
菅
家
寒
食
第
三
晨
宴
遇
レ

雨
。
同
賦
二

煙
字
一

（
同
巻
之
下
。
貞
観

十
年
の
作
か
）

５
、
菅
家
寒
食
、
賦
三

花
発
満
二

皇
州
一

（
同
巻
之
下
）

い
ず
れ
も
寒
食
の
宴
に
お
い
て
詠
じ
ら
れ
た
作
で
あ
る
。
菅
原
氏
が
寒
食
の

宴
を
催
し
て
い
た
こ
と
は
、
４
・
５
の

菅
家
寒
食

に
よ
っ
て
明
か
で
あ

り
、
道
真
の
作
で
あ
る
１
・
２
も

菅
家
寒
食

で
の
詩
で
あ
ろ
う
。
３
は

い
か
な
る
場
で
詠
じ
た
か
を
記
し
て
い
な
い
が
、
得
レ

遊

と
あ
っ
て
、

探
韻
で

遊

の
韻
を
得
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
詩
会
で
の
作
で
あ
る
と

分
か
る
。
忠
臣
と
菅
原
氏
と
の
関
係

忠
臣
は
是
善
の
門
人
で
あ
り
、
道

真
の
師
で
あ
っ
た

を
顧
み
れ
ば
、
こ
れ
も

菅
家
寒
食

で
あ
る
可
能

性
が
高
い
。
詠
作
年
時
か
ら
し
て
、
１
は
是
善
、
２
は
道
真
の
主
催
し
た
宴

で
あ
る
。

６
、
子
推
子
推
傀
若
レ

霊
、
聴
二

我
君
恩
一

説
丁
寧
。
賢
哲
応
レ

知
天
命
数
、

何
投
二

山
火
一

怨
二

朝
庭
一

（
擲
金
抄

下
・
絶
句
部
・
天
時
、
菅
相

公

寒
食
宴
、
同
賦
二

神
霊
不
一レ

聴
レ

挙
レ

火
）

こ
の
詩
は
、
菅
原
氏
の

相
公
（
参
議
）
に
な
っ
た
某
人
の
作
で
あ
る
。

道
真
は
参
議
で
は
あ
っ
た
が
、
後
年

相
公

と
呼
ば
れ
る
こ
と
な
く
、
ま

た
極
官
は
右
大
臣

薨
後
は
正
暦
四
（
九
九
三
）
年
五
月
に
左
大
臣
、
同

年
閏
十
月
に
太
政
大
臣
を
追
贈
さ
れ
て
い
る

で
あ
る
の
で
、
こ
の
人
物

に
は
該
当
し
な
い
。
菅
原
氏
で

相
公

と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、
是
善
と

道
真
の
曾
孫
輔
正
で
あ
る
（
２
）。

両
人
と
も
に
こ
の

菅
相
公

で
あ
る
可
能
性

は
あ
る
が
、
道
真

後
は
菅
家
が
催
す
寒
食
の
宴
が
諸
資
料
に
見
ら
れ
な
く

な
る
の
で
、時
代
の
下
る
輔
正
で
は
な
く
是
善
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
だ
ろ
う
。

詠
作
年
時
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
も

菅
家
寒
食

に
お
け
る
詩
と
考
え

ら
れ
る
。

右
の
１

６
に
は
、
宴

や

菅
家
寒
食

の
語
が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、

詩
題
を

同
賦
二

一

と
記
し
、
韻
字
を

各
分
二

一
字
一
得
レ

朝

同
賦
二

煙
字
一

な
ど
と
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
是
善
や
道
真
は
も
と
よ
り
、
島
田

忠
臣
を
は
じ
め
と
す
る
詩
人
た
ち
の
参
加
を
意
味
す
る
。
例
の
す
べ
て
が
詩

会
で
の
作
で
あ
り
、
白
氏
文
集

の
寒
食
詩
の
よ
う
な
独
詠
は
な
い
。
菅

家
の
こ
の
宴
で
は
作
文
を
伴
っ
た
の
で
あ
る
。
参
加
し
た
詩
人
は
、
主
催
者

を
除
け
ば
島
田
忠
臣
以
外
は
明
か
に
で
き
な
い
。
た
だ
、
当
時
作
文
の
行
わ

れ
た
菅
原
氏
の
宴
に
は
門
人
の
集
ま
っ
た
こ
と
が
、
後
述
す
る
八
月
十
五
夜

と
九
月
尽
日
の
宴
で
は
確
か
め
ら
れ
る
の
で
、寒
食
も
同
様
と
考
え
て
よ
い
。

こ
の
日
は
菅
原
氏
の
私
塾
で
あ
る
菅
家
廊
下
に
門
人
が
集
い
、
詩
を
詠
じ
て

い
た
の
で
あ
る
。

宴
の
中
味
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
文
人
が
集
ま
っ
て
作
文
を
行
っ
た
の
は
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明
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
資
料
に
乏
し
く
、
実
態
は
あ
ま
り

分
か
ら
な
い
。
今
は
詩
に
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
推
測
す
る
ほ
か
な
い
。

７
、
寒
食
者
悼
レ

亡
之
祭
、
重
陽
者
避
レ

悪
之
術
。
故
本
二

義
幽
閑
一

、
寄
二

言
節
候
一

（
文
草
巻
七
、
洞
中
小
集
序
。
貞
観
九
年
、
依
二

雲
林
院
親
王

命
一

所
レ

製

）

こ
の
常
康
親
王
の

洞
中
小
集

に
寄
せ
た
道
真
の
序
（
３
）は
、
寒
食
は

亡
き

ひ
と
を
悼
む
祭

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
祭

は
、
祭
祀
を
中
心
と
し

た
儀
式
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
悼
亡

は
、
晉
の
介
子
推
が
失
意
の

う
ち
に
綿
上
山
で
焼
死
し
た
こ
と
を
悼
む
と
い
う
意
（
４
）。
こ
の
故
事
に
因
ん
で

禁
火
冷
食
の
習
俗
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
１
の

天
愍
二

子
推
一

嫌
レ

挙
レ

火
、
柳
烟
桃
焔
雨
中
消

は
、
禁
火
を
詠
じ
て
い
る
。
悼
レ

亡
之
祭

で
は
、

燈
を
点
さ
ず
、
冷
た
い
食
べ
物
を
口
に
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
詩
に
は
、

寒
食
の
風
習
が
次
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

２
、
今
朝
不
レ

到
二

太
原
郊
一

、
禁
レ

火
思
レ

人
異
レ

代
交
（
禁
火
）

請
看
冷
酒
又
寒
肴
、
応
三

是
良
辰
不
二

暗
抛
一

。
再
拝
終
無
二

他
礼
奠
一

、

落
花
自
与
二

紙
銭
一

交
（
禁
火
）

３
、
寒
食
踏
レ

青
細
草
頭
、
歳
来
今
日
放
二

春
遊
一

（
踏
青
）

４
、
雖
レ

賀
三

王
春
施
二

恵
沢
一

、
猶
嫌
微
雨
似
二

軽
煙
一

（
禁
火
）

今
日
雨
中
楡
柳
樹
、
縦
雖
二

鑽
過
一

不
レ

成
レ

煙
（
禁
火
）

５
、
晴
景
踏
レ

青
応
レ

遍
レ

地
、
芳
時
侵
レ

黒
欲
レ

帰
レ

家
（
踏
青
）

こ
の
う
ち
の
踏
青
は
、
５
の

寒
食
踏
レ

青
行

の
よ
う
に
詩
題
と
な
っ
て

お
り
、
詩
情
を
生
み
出
す
た
め
の
一
つ
の
契
機
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
詩
宴

で
は
踏
青
は
で
き
な
い
か
ら
、
こ
れ
は
題
材
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

２
に
は

再
拝
終
無
二

他
礼
奠
一

と
あ
っ
て
、
介
子
推
を
慰
霊
す
る
儀
式

以
外
は
し
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
菅
家
の
寒
食
宴
で
は
祭
奠
・

冷
食

禁
火
と
は
言
え
、
儀
礼
や
賦
詩
に
燈
火
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

・

詠
詩
を
す
る
程
度
で
あ
っ
た
ろ
う
。
６
の
詩
題

神
霊
不
レ

聴
レ

火

も
介

子
推
を
祭
る
儀
式
の
行
わ
れ
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
に
十
分
で
あ
る
。
こ
れ

は
７
の

寒
食
者
悼
レ

亡
之
祭

と
も
符
合
し
て
い
る
。

５
の

明
朝
更
満
春
遊
暇

に
よ
れ
ば
、
中
国
と
同
様
寒
食
に
は
官
人
に

休
暇
が
与
え
ら
れ
て
い
た
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
実
際
は
そ
う
で
は
あ
る
ま

い
。
何
と
な
れ
ば
、
つ
づ
く

却
恨
三
晨
少
二

廃
衙
一

は
、
寒
食
の
三
日

目
を
休
み
に
し
て
い
る
官
庁
が
少
な
い
こ
と
を
恨
め
し
く
思
う
と
言
っ
て
お

り
、
一
斉
に
寒
食
の
期
間
に
休
暇
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
は
見
ら
れ
な
い
か

ら
で
あ
る
。
詩
の

暇

は
、
休
み
が
寒
食
に
重
な
っ
た
だ
け
で
は
あ
る
ま

い
か
。
も
と
よ
り
日
本
に
は
寒
食
の
休
暇
は
な
い
の
で
あ
る
（
５
）。
元
来
平
安
時

代
の
社
会
に
、
中
国
の
寒
食
を
受
け
入
れ
る
素
地
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。

楚
歳
時
記

な
ど
の
年
中
行
事
の
書
や

芸
文
類
聚

初
学
記

な

ど
の
類
書
、
及
び
唐
代
の
詩
と
り
わ
け

白
氏
文
集

所
収
の
寒
食
の
詩
に

触
発
さ
れ
て
、
文
人
ら
が
寒
食
の
宴
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
是
善
や
道
真
ら

中
国
文
化
に
つ
い
て
の
特
別
な
知
識
の
持
ち
主
が
、
寒
食
を
受
容
し
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
分
野
に
馴
染
み
の
な
い
人
々
の
間
に
は
ま
ず
広
が
ら

な
い
。

当
時
寒
食
は
も
っ
ぱ
ら
文
人
た
ち
の
行
事
で
あ
り
、
お
も
に
菅
原
氏
と
そ

の
門
人
ら
が
会
し
て
開
い
た
宴
で
あ
っ
た
と
想
定
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。た
だ
、

７
の

洞
中
小
集
序

か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
他
の
文
人
ら
も
介
子
推
を
祭
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り
、
詩
を
詠
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
序
に
は

言
を
節
候
に
寄
す

と
あ
っ

て
、
季
節
の
風
物
を
詠
む
題
材
の
一
例
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
あ
る
程
度
知
ら
れ
た
行
事
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
菅
原
氏
ら

の
場
合
は
、
他
と
は
意
味
合
い
の
異
な
る
側
面
が
あ
っ
た
と
想
像
で
き
る
。

菅
家
廊
下
で
は
、
渡
来
の
行
事
に
興
味
を
持
ち
、
詩
を
詠
じ
な
が
ら
そ
の
始

ま
り
に
思
い
を
馳
せ
風
情
を
味
わ
う
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
く
わ
え
て
、
門

弟
ら
が
普
段
の
研
鑽
の
成
果
を
発
揮
す
る
べ
く
詩
作
に
励
み
、
披
露
し
あ
っ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
私
塾
は

大
学
寮
の
補
助
教
育
機
関
（
６
）

の
性
格
を

有
し
、
将
来
の
文
人
官
吏
を
養
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
寒
食
の
日
の

集
い
は
、
風
趣
を
求
め
る
場
と
し
て
設
け
ら
れ
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
は
ず

で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
寒
食
の
初
見
は
、
菅
原
是
善
・
道
真
ら
を
溯
る
。
淳
和
天

皇
の
在
位
時
代
天
長
四
（
八
二
七
）
年
成
立
の
勅
撰
漢
詩
文
集

経
国
集
（
巻

十
一
）
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

８
、
正
是
寒
食
節
、
共
憐
鞦
韆
好

佳
麗
鞦
韆
為
二

造
作
一

、
古
来
唯

惜
春
光
過
二

清
明
一

此
節
猶
伝
二

禁
火
一

、
遂
無
レ

燈
月
為
レ

燈
（
嵯

峨
天
皇
、
雑
言
鞦
韆
篇
。
天
皇
在
位
時
代
（
大
同
四

八

九

年

弘
仁
十
四

八
二
三

年
）
の
作
）

９
、
寒
食
節
、
周
旧
制
、
禁
火
余
風
猶
不
レ

癈
（
滋
野
貞
主
、
雑
言
奉
レ

和
二

鞦
韆
篇
一

）

弘
仁
年
間
に
は
寒
食
は
す
で
に
詩
の
題
材
に
な
っ
て
い
た
。
鞦
韆

が
そ

の
時
の
遊
戯
で
あ
る
こ
と
も
、
禁
火

の
風
習
も
、
知
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
佳
人
が
鞦
韆
に
興
じ
た
り
、
禁
火
を
行
っ
た
り
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
の
君
唱
臣
和
の
詩
が
ど
の
よ
う
な
場
で
詠
じ
ら
れ
た
の
か
不
明
で

あ
り
、
当
時
の
寒
食
の
実
態
は
分
か
ら
な
い
。
嵯
峨
天
皇
と
滋
野
貞
主
が

鞦

韆
篇

を
詠
ん
だ
頃
は
、
菅
原
是
善
の
父
清
公
が
活
躍
し
て
い
た
時
で
あ
る
。

清
公
が
右
の
唱
和
を
知
っ
て
、
自
家
に
寒
食
の
宴
を
持
ち
込
ん
だ
可
能
性
は

考
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う

詠
作
が
残
ら
ぬ
な
が
ら
、
清
公
も
そ
の
場
に
加

わ
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
逆
に
中
国
の
詩
文
に
詳
し
い
清
公
の
方
か
ら

嵯
峨
天
皇
の
詩
興
を
刺
激
し
て
、
詩
会
開
催
へ
と
導
く
こ
と
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
よ
う
か

。
か
り
に
そ
う
だ
と
す
る
と
、
菅
家
の
寒
食
は
弘
仁
期

あ
た
り
か
ら
始
ま
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
た
だ
弘
仁
期
以
降
、
忠
臣
・
道
真

の
時
代
ま
で
寒
食
の
詩
は
見
出
せ
な
い
。
行
事
実
施
の
記
録
も
伝
わ
っ
て
い

な
い
。
弘
仁
年
間
の
二
首
が
残
る
と
は
言
え
、
そ
れ
の
み
で
は
宮
廷
に
お
い

て
も
菅
家
で
も
寒
食
の
行
事
が
あ
っ
た
と
は
即
断
で
き
な
い
。
現
存
の
資
料

か
ら
は
、
こ
の
行
事
の
始
発
期
の
姿
が
お
ぼ
ろ
げ
に
見
え
て
来
る
だ
け
で
あ

る
。下

っ
て
道
真

後
に
、
寒
食
の
宴
が
催
さ
れ
た
形
跡
は
見
出
せ
な
い
。
詩

に
は
、、

夜
遊
人
欲
二

尋
来
把
一

、
寒
食
家
応
二

折
得
驚
一

（
和
漢
朗
詠
集

巻

上
・
躑
躅
、
源
順
。
和
漢
朗
詠
集
私
注

に
よ
れ
ば
、
詩
題
は

山

榴
艶
似
レ

火
）

、
功
成
未
レ

報
怨
長
去
、
山
下
空
対
介
子
田
（
擲
金
抄

下
絶
句
部

天
時
、
藤
原
伊
周

清
明
日
）

が
あ
る
も
の
の
、
ど
ち
ら
も
行
事
の
実
施
を
認
め
う
る
決
め
手
と
は
な
り
が

た
い
。

の
後
句
は
、
躑
躅
の
花
の
赤
さ
は
、
禁
火
を
し
て
い
る
寒
食
の
家

─ ─



の
人
を
驚
か
す
ほ
ど
だ
と
言
う
の
で
あ
っ
て
、
比
喩
と
し
て

寒
食

を
引

い
た
ま
で
で
あ
る
。

の
詩
題

清
明
日

は
、
三
日
間
の
寒
食
を
終
え
た

翌
日
で
あ
り
、
後
句
の

介
子

は
、
７
の

寒
食
者
悼
レ

亡
之
祭

で
触

れ
た
、
寒
食
の
起
源
説
話
に
登
場
す
る
介
子
推
で
あ
る

１
の
第
三
句
と

６
の
第
一
句
の

子
推

も
同
じ
。
２
の
詩
題
の

介
山

は
関
連
す
る
語

。
そ
う
な
る
と
伊
周
（
九
七
四

一

一

）
の
時
代
に
は
寒
食
の

行
事
が
催
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
詩
を
詠

ん
だ
状
況
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
、
実
際
に
ど
う
で
あ
っ
た
か
は
分
か
ら

な
い
。
題
に
は
詩
宴
で
の
作
と
は
記
し
て
い
な
い
。
そ
の
日
に
因
ん
だ
故
事

を
取
り
上
げ
た
と
考
え
る
の
が
、今
の
と
こ
ろ
妥
当
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

白
詩
な
ど
は
広
く
読
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
寒
食
や
清
明
に
関
す
る

知
識
を
失
う
こ
と
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
菅
原
氏
に

す
ら
行
事
開
催
の
動
き
は
見
え
な
い
。
平
安
時
代
の
中
後
期
に
こ
の
行
事
は

姿
を
消
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
命
脈
を
保
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
限

ら
れ
た
人
た
ち
に
よ
る
さ
さ
や
か
な
営
み
で
し
か
な
く
、
注
目
を
浴
び
る
こ

と
も
殆
ど
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

も
と
も
と
寒
食
は
、
日
本
で
は
受
け
入
れ
に
く
い
行
事
で
あ
っ
た
。
中
国

の
行
事
が
背
後
に
持
つ
気
候
風
土
な
ど
が
異
な
る
以
上
、
導
入
に
は
困
難
が

伴
う
。禁
火
・
冷
食
な
ど
を
な
ぜ
行
う
の
か
が
納
得
で
き
な
い
に
違
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
菅
原
氏
は
、
詩
宴
を
中
心
に
据
え
て
寒
食
を
行
事

と
し
て
定
着
さ
せ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
ひ
と
え
に

白
氏
文
集

へ
の
関
心

に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
。
白
詩
に
は
寒
食
の
詩
が
多
く
収
め
ら
れ
て
お
り
、

唐
代
の
他
の
詩
人
に
比
べ
る
と
そ
の
数
は
群
を
抜
い
て
い
る
。
白
居
易
が
重

視
す
る
行
事
で
あ
る
寒
食
（
７
）に
惹
か
れ
て
、
菅
家
廊
下
で
の
詩
宴
の
格
好
の
題

材
と
し
て
採
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

日
本
へ
は
導
入
し
に
く
い
こ
の
行
事
を
、
一
部
の
文
人
だ
け
が
催
し
た
の

で
あ
る
か
ら
、
他
へ
は
な
か
な
か
広
が
ら
な
い
。
い
っ
た
ん
挫
折
す
る
と
、

復
活
は
む
つ
か
し
い
。
寒
食
は
、
菅
家
廊
下
と
い
う
結
束
力
の
あ
る
文
人
集

団
が
推
進
し
て
、
存
続
し
た
よ
う
で
あ
る
。
道
真
の
左
遷
に
よ
っ
て
集
団
の

勢
力
が
衰
え
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
行
事
が
衰
亡
に
向
か
う
の
は
当
然
だ
っ

た
と
言
え
る
。

三

八
月
十
五
夜
（
８
）の
月
を
詩
に
詠
む
の
は
、
盛
唐
杜
甫
の

八
月
十
五
夜
月
二

首

に
始
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
る
（
９
）。

満
目
飛
二

明
鏡
一

、
帰
心
折
二

大
刀
一

。
転
蓬
行
二

地
遠
一

、
攀
桂
仰
二

天
高
一

（
其
一
）

旅
に
あ
っ
て
故
郷
に
戻
れ
ぬ
悲
し
み
と
と
も
に
、
月
の
明
る
さ
を
描
い
て
い

る
。
こ
の
詩
は
、
つ
づ
く
十
六
夜
十
七
夜
の
月
の
詩
と
一
続
き
で
あ
る
。
し

か
も
こ
の
詩
群
の
中
で
は
、
旧

金
波
爽
、
皆
伝
玉
露
秋

と
十
六
夜
の

月
を
と
う
と
び
愛
で
て
お
り
、
十
五
夜
の
月
を
特
別
な
も
の
と
見
る
意
識
は

な
か
っ
た
ら
し
い
。
詩
人
が
八
月
十
五
夜
の
月
を
賞
翫
し
始
め
る
の
は
、
中

唐
期
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、こ
と
に
劉
禹
錫
や
白
居
易
に
そ
の
詩
が
多
い
。

星
辰
譲
二

光
彩
一

、
風
露
発
二

晶
英
一

。
能
変
二

人
間
世
一

、

然
是
玉
京
（
劉

禹
錫

八
月
十
五
日
夜
玩
レ

月
）

─ ─



人
道
中
秋
明
月
好
、
欲
二

邀

同
賞
一

意
如
何
。
華
陽
洞
裏
秋
壇
上
、
今

夜
清
光
此
所
多
（
白
氏
文
集

巻
十
三
・

、
華
陽
観
中
、
八

月
十
五
日
夜
、
招
レ

友
翫
レ

月
）

月
好
共
伝
唯
此
夜
、
境
間
皆
道
是
東
都
（
同
巻
六
十
五
・

、
八

月
十
五
日
夜
、
同
二

諸
客
一

翫
レ

月
）

日
本
で
は
、
八
月
十
五
夜
の
月
を
詠
じ
る
詩
は
、
菅
原
是
善
・
道
真
の
時

代
に
到
る
ま
で
あ
ら
わ
れ
な
い
。
中
唐
詩
特
に
白
詩
摂
取
と
と
も
に
、
に
わ

か
に
仲
秋
の
明
月
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
是
善
の
詩
は

残
っ
て
い
な
い
が
、
道
真
の
時
代
に
作
ら
れ
た
八
月
十
五
夜
の
詩
お
よ
び
詩

序
は
多
数
存
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
そ
の
日
の
宴
の
様
相
を
窺
っ
て

み
る
。

１
、
三
千
之
徒
、
式
宴
二

于
三
五
之
日
一

満
月
光
暉
、
咸
陳
二

中
庭

之
玉
帛
一

。
数
盃
快
飲
、
一
曲
高
吟
（
文
草

巻
一
、
八
月
十
五

夜
、
厳
閤
尚
書
、
授
二

後
漢
書
一

畢
、
各
詠
レ

史
、
得
二

黄
憲
一

序
。

貞
観
六

八
六
四

年
の
作
。
厳
閤
尚
書

は
是
善
）

右
は
、
製
作
年
時
が
明
ら
か
に
な
る
八
月
十
五
夜
の
詩
文
の
う
ち
、
最
も
古

い
例
で
あ
る
。
後
漢
書

講
書
の
竟
宴
に
お
け
る
催
し
の
一
つ
と
し
て
、

詠
史
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
は
明
月
賞
翫
が
主
眼
で
は
な
い
の
だ
が
、

八
月
十
五
夜
に
竟
宴
を
設
定
す
る
と
こ
ろ
に
、
興
趣
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す

る
是
善
の
配
慮
が
感
じ
ら
れ
る
。

２
、
八
月
十
五
夜
、
月
亭
遇
レ

雨
待
レ

月
。
探
レ

韻
得
レ

无

（
同
巻
一
）

３
、
戊
子
之
歳
、
八
月
十
五
日
夜
、
陪
二

月
台
一

、
各
分
二

一
字
一

。
探
得
レ

登

（
同
巻
一
。
貞
観
十
年
の
作
）

こ
の
詩
に
見
ら
れ
る

月
亭

月
台

は
、
小
廊
新
成
、
聊
以
題
レ

壁
（
同

巻
二
）
の

北
偏
小
戸
蔵
レ

書
閣
、
東
向
疎
窓
望
レ

月
亭

や
、
文
粋
（
巻

八
、
紀
長
谷
雄
）
の
詩
題

八
月
十
五
夜
、
陪
二

菅
師
匠
望
月
亭
一

、
同
賦
三

桂
生
二

三
五
夕
一

の

望
月
亭

と
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
。
明
月
を
望
む

た
め
に
し
つ
ら
え
た
建
物
で
あ
り
、
こ
の
夜
の
行
事
の
た
め
に
、
か
な
り
力

を
入
れ
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

４
、
菅
家
故
事
世
人
知
、
翫
レ

月
今
為
二

忌
月
期
一

（
文
草

巻
四
、
八

月
十
五
日
夜
、
思
レ

旧
有
レ

感
。
寛
平
元

八
八
九

年
の
作
）

讃
岐
守
時
代
の
作
で
あ
る
。
前
句
は
、
こ
の
日
の
明
月
を
賞
す
る
宴
は
、
自

家
が
か
つ
て
催
し
て
い
た
行
事
で
あ
り
、
世
間
の
人
に
も
知
ら
れ
て
い
た
と

述
懐
し
て
い
る
。
独
自
に
こ
の
日
の
宴
を
開
い
て
い
た
こ
と
へ
の
誇
り
が
見

て
取
れ
る
。
他
に
先
駆
け
て
、
八
月
十
五
夜
の
月
を
賞
翫
す
る
集
い
を
始
め

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
白
居
易
の
詩
を
十
二
分
に
摂
取
し
て
い
た
、
菅
原
氏

の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
。

菅
原
氏
の
こ
の
日
の
宴
に
は
、
門
人
た
ち
が
集
ま
り
、
詩
を
詠
ん
で
い
た
。

先
に
引
い
た
紀
長
谷
雄
の
詩
題
に
は

陪
二

菅
師
匠
望
月
亭
一

と
あ
る
。

後
に
引
く

田
氏
家
集

の
こ
の
夜
の
宴
に
お
け
る
詩
も
、
菅
家
で
の
作
と

見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
１
の

三
千
之
徒

は
是
善
の
門
弟
で
あ
り
、
参
会
者

の
多
さ
を
示
す
。
こ
の
夜
は
、
明
月
を
愛
で
る
の
は
も
と
よ
り
、
寒
食
の
宴

が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
作
文
に
よ
っ
て
弟
子
の
学
習
の
成
果
を
試
し
、

互
い
に
競
わ
せ
る
好
機
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
披
講
の
際
に
は
、
主
人

で
あ
る
是
善
や
道
真
に
よ
る
評
価
が
下
さ
れ
、
添
削
に
ま
で
及
ん
だ
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

─ ─



是
善
・
道
真
と
同
時
代
の
詩
人
に
も
、八
月
十
五
夜
に
お
け
る
作
が
あ
る
。

５
、
夜
明
如
レ

昼
宴
二

嘉
賓
一

、
老
兎
寒
蟾
助
二

主
人
一

（
田
氏
家
集

巻

之
上
、
八
月
十
五
夜
宴
レ

月
）

６
、
八
月
十
五
夜
惜
レ

月
（
同
巻
之
上
）

７
、
八
月
十
五
夜
宴
、
各
言
レ

志
。
探
二

一
字
一

得
レ

亭
（
同
巻
之
下
）

右
の
三
首
の
う
ち
、
５
・
７
は
宴
席
で
の
詠
。
製
作
年
時
は
不
明
。
５
の
後

句
の

主
人

を
、
田
氏
家
集
注

田
氏
家
集
全
釈

は
と
も
に
作
者
の

こ
と
と
見
て
お
り
、
そ
う
で
あ
れ
ば

宴

の
主
催
者
は
島
田
忠
臣
と
な
る
。

た
だ
、
忠
臣
が
八
月
十
五
夜
の
宴
の
主
人
と
な
る
こ
と
は
、
師
で
あ
る
是
善

の
生
前
に
は
考
え
に
く
い
。
こ
の
宴
が
４

菅
家
故
事

と
し
て
知
れ
わ
た
っ

て
い
た
状
況
で
、
忠
臣
が
独
自
に
宴
を
開
く
よ
う
な
こ
と
は
ま
ず
な
い
か
ら

で
あ
る
。
主
人

が
忠
臣
だ
と
す
れ
ば
、
詩
の
詠
じ
ら
れ
た
の
は
、
是
善

の
薨
じ
た
元
慶
四
年
か
ら
何
年
か
経
っ
て
か
ら
だ
ろ
う
。
主
人

は
是
善

ま
た
は
道
真
の
可
能
性
も
あ
り
、
特
定
は
困
難
か
と
思
う
。
７
に
つ
い
て
も
、

宴
で
の
作
と
し
か
分
か
ら
な
い
が
、
菅
原
氏
が
催
し
た
宴
で
の
詩
と
見
る
べ

き
だ
ろ
う
か
。
６
は
、
詩
題
に
よ
れ
ば
独
詠
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
い
つ
頃

詠
ん
だ
か
は
、
手
懸
か
り
が
な
く
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
４
の
道
真
の
詩
と

同
じ
く
、
菅
原
氏
が
こ
の
日
の
宴
を
廃
し
て
か
ら
の
作
で
あ
ろ
う
か
。

道
真
と
同
時
代
の
文
人
で
あ
る
三
善
清
行
の
詩
序
に
、

８
、
八
月
十
五
夜
、
同
賦
二

映
レ

池
秋
月
明
一

（
本
朝
文
粋

巻
八
）

が
あ
る
。
清
行
は
菅
家
廊
下
の
一
員
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
詩
会
の
場
は
菅

原
氏
と
は
関
わ
り
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
ど
う
い
っ
た
人
々
が
い
つ
ど
こ
に
集

ま
っ
た
の
か
、
一
切
不
明
で
あ
る
。
儒
家
が
派
閥
を
形
成
し
て
、
対
立
抗
争

が
熾
烈
で
あ
っ
た
当
時
、
道
真
が
４

菅
家
故
事
世
人
知

と
誇
示
す
る
八

月
十
五
夜
の
行
事
に
、
敵
愾
心
を
抱
く
清
行
が
追
随
し
て
参
加
す
る
と
は
考

え
が
た
い
。
こ
の
作
文
会
は
、
八
月
十
五
夜
の
行
事
が
公
的
に
認
知
さ
れ
、

道
真
左
遷
に
伴
う
菅
原
氏
の
没
落
以
降
に
開
か
れ
た
公
算
が
大
き
い
。

菅
家
一
門
が
催
し
て
い
た
こ
の
行
事
は
停
廃
に
到
る
。
元
慶
四
年
八
月
三

十
日
に
是
善
が
薨
じ
た
（
三
代
実
録
）
か
ら
で
あ
る
。
道
真
も
、

９
、
仲
秋
翫
レ

月
之
遊
、
避
二

家
忌
一

以
長
廃
（
文
草

巻
二
、
同
二

諸

才
子
一

、
九
月
卅
日
、
白
菊
叢
辺
命
レ

飲
。
同
勒
二

虚
余
魚
一

、
各
加
二

小
序
一

。

不
レ

過
二

五
十
字
一

序
。
元
慶
七
年
の
作
）

と
述
べ
、
４

翫
レ

月
今
為
二

忌
月
期
一

と
も
詠
じ
て
い
る
。
八
月
は

家

忌

の
期
間
で
あ
る
。
忌

は
門
弟
に
と
っ
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
諸
事

に
慎
み
を
要
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
先
に
あ
げ
た
５
・
７
の
島
田
忠
臣
の
詩

が
詠
ま
れ
た
の
が
、
元
慶
五
年
以
降
と
い
う
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
そ
の
後
菅

原
氏
は
長
く
八
月
十
五
夜
の
宴
を
行
う
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
紀
長

谷
雄
の
詩
序
、

、
八
月
十
五
夜
、
陪
二

菅
師
匠
望
月
亭
一

、
同
賦
三

桂
生
二

三
五
夕
一

（
文

粋

巻
八
）

の
製
作
時
期
が
分
か
っ
て
く
る
。
長
谷
雄
は
、
延
喜
以
後
詩
序
（
文
粋

巻
八
）
に
、
故
菅
丞
相
在
二

儒
官
一

之
日
、
復
党
二

同
門
一

と
述
べ
て
お
り
、

菅
家
廊
下
へ
の
入
門
は
、
道
真
が
文
章
博
士
（
儒
官
）
に
任
じ
ら
れ
た
元

慶
元
年
十
月
頃
と
考
え
ら
れ
る
（

）。
そ
う
す
る
と
、
長
谷
雄
の

の
菅
家
に
お

け
る
詩
序
執
筆
は
、
こ
の
年
か
ら
是
善
が

す
る
ま
で
に
限
ら
れ
る
。
是
善

後
に
八
月
十
五
夜
の
宴
を
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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是
善
薨
去
後
道
真
は
、
４
・
９
の
よ
う
に
自
家
の
八
月
十
五
夜
の
行
事
を

追
懐
は
し
て
も
、
家
忌

の
ゆ
え
を
も
っ
て
、
催
す
こ
と
は
た
え
て
な
か
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
日
の
宴
は
、
別
の
場
に
再
び
姿
を
あ
ら
わ
す
。
宇
多

天
皇
は
寛
平
九
（
八
九
七
）
年
七
月
に
退
位
し
、
つ
い
で
醍
醐
天
皇
の
治
世

が
始
ま
る
。
そ
の
直
後
に
八
月
十
五
夜
の
詩
宴
が
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

、
秋
珪
一
隻
度
レ

天
存
、
下
照
二

千
家
一

不
レ

定
レ

門
。
聖
主
何
憐
二

三
五

夜
一

、
欲
二

将
望
一レ

月
始
臨
レ

軒
（
文
草

巻
六
、
八
月
十
五
夜
、

同
賦
二

秋
月
如
一レ

珪
、
応
レ

製
。
探
得
レ

門

）

応
製

の
語
が
示
す
よ
う
に
、
天
皇
を
中
心
と
し
た
宮
廷
で
の
公
式
の
宴

が
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
詩
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
珪

の
よ
う
な
月
の
光
は
、
あ
ら
ゆ
る
家
屋
を
照
ら
し
て
分
け
隔
て
は
な
い
（

）。
そ

の
公
平
さ
は
、
天
子
の
あ
る
べ
き
姿
に
通
じ
て
い
る
。
よ
っ
て
帝
は
月
を
愛

で
る
た
め
に
、
始
め
て

檻
干
に
向
か
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
前
の
八
月

十
五
夜
の
詩
に
は
詠
じ
ら
れ
な
か
っ
た
政
治
色
を
含
ん
で
い
る
。
道
真
は
、

宮
廷
に
お
け
る
こ
の
日
の
宴
の
目
的
が
、
明
月
賞
翫
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、

即
位
直
後
の
天
子
が
、
政
治
に
お
け
る
万
人
へ
の
平
等
な
姿
勢
を
表
明
す
る

側
面
を
持
つ

醍
醐
天
皇
は
事
前
に
宴
の
意
義
を
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い

た
の
か
も
し
れ
な
い

と
解
釈
し
て
い
る
。
公
宴
と
し
て
の
性
格
が
色
濃

く
出
て
い
る
。
詩
の
第
四
句

始

に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
語
は
、

宮
廷
に
お
け
る
八
月
十
五
夜
の
宴
が
、
始
め
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
ん
に
修
辞
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
宴

の
歴
史
上
の
位
置
を
明
示
す
る
た
め
に
用
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
菅

原
氏
が
自
ら
停
廃
し
て
以
降
、
こ
の
日
の
催
し
は
行
っ
て
い
な
い
。
そ
の
意

味
か
ら
も
、
新
た
な
場
で
の
始
発
を
記
念
し
て
、
菅
家
文
草

に
書
き
留

め
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ひ
る
が
え
っ
て
考
え
て
み
れ
ば
、
先
考
是
善
の
薨
去
に
伴
っ
て
廃
し
た
行

事
が
、
復
活
し
た
事
態
を
眼
前
に
し
て
、
道
真
は
複
雑
な
心
境
で
あ
っ
た
ろ

う
。
宮
廷
で
の
宴
へ
の
出
席
が
、
自
ら

家
忌

を
破
る
こ
と
に
な
る
か
ら

で
あ
る
。
反
面
、
か
つ
て
４

菅
家
故
事
世
人
知

と
自
負
し
た
宴
が
、
私

的
な
催
し
か
ら
公
宴
へ
と
格
を
上
げ
た
こ
と
は
、
あ
ら
た
め
て
自
家
の
独
自

性
や
先
見
性
に
対
し
て
誇
り
を
抱
い
た
に
違
い
な
い
。
詩
題
の
自
注
に
は
、

自
レ

此
以
下
十
五
首
、
大
納
言
作

と
あ
り
、
こ
の
年
の
六
月
十
九
日
に

権
大
納
言
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。異
例
の
昇
進
を
遂
げ
る
た
だ
中
に
あ
っ
て
、

踵
を
接
す
る
か
の
よ
う
に
今
回
の
一
門
の
誉
れ
が
重
な
り
、
得
意
の
絶
頂
に

も
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

、
八
月
十
五
夜
、
同
賦
二

天
高
秋
月
明
一

、
各
分
二

一
字
一

、
応
レ

製
。
探

得
二

水
字
一

（
文
粋

巻
八
）

は
、
紀
長
谷
雄
の
詩
序
。
応
製

と
あ
る
の
で
、
こ
れ
も
公
宴
で
の
作
文

と
分
か
る
。
年
時
は
、
詩
題
お
よ
び
序
の
中
味
に
手
掛
り
が
な
く
不
明
だ
が
、

の
道
真
の
詩
を
、
八
月
十
五
夜
の
公
宴
の
始
発
に
お
け
る
作
と
推
測
し
た

の
で
、
そ
れ
よ
り
は
下
る
頃
と
考
え
て
お
く
。

、
八
月
十
五
夜
、
侍
二

亭
子
院
一

、
同
賦
三

月
影
満
二

秋
池
一

、
応
二

太
上

法
皇
製
一

（
文
粋

巻
八
。
菅
原
淳
茂
）

こ
の
詩
序
は
、
日
本
紀
略

に
よ
っ
て
、
延
喜
九
（
九

九
）
年
閏
八
月

の
作
と
判
明
す
る
。

の
寛
平
九
年
以
来
、
短
期
間
で
こ
の
宴
の
公
的
性
格

が
定
着
し
て
き
た
様
子
が
窺
え
る
。
な
お
、
序
者
の
淳
茂
は
道
真
の
四
男
で
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あ
る
。
序
者
に
選
ば
れ
た
の
は
、
こ
の
行
事
と
菅
原
氏
と
の
関
係
を
考
慮
し

た
上
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
の
淳
茂
の
起
用
は
、
菅

家
復
活
の
兆
し
で
も
あ
っ
た
ろ
う
か
。

四

菅
原
氏
独
自
の
宴
と
い
う
べ
き
八
月
十
五
夜
の
詩
宴
は
、
是
善
が

し
て

廃
さ
れ
、
そ
の
後
十
年
余
宮
廷
行
事
と
な
っ
て
新
た
な
方
向
へ
と
展
開
し
て

い
く
。
菅
家
廊
下
は
、
詩
宴
を
ひ
と
つ
失
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
空
白
を

埋
め
る
べ
く
、
道
真
は
代
替
措
置
と
し
て
、
九
月
尽
日
の
宴
を
創
始
し
た
。

１
、
仲
秋
翫
レ

月
之
遊
、
避
二

家
忌
一

以
長
廃
、
九
日
吹
レ

花
之
飲
、
就
二

公

宴
一

而
未
レ

遑
。
蓋
白
菊
孤
叢
、
金
風
半
夜
（
文
草

巻
二
、
同
二

諸
才
子
一

、
九
月
卅
日
、
白
菊
叢
辺
命
レ

飲
。
同
勒
二

虚
余
魚
一

、
各
加
二

小
序
一

。

不
レ

過
二

五
十
字
一

序
。
元
慶
七

八
八
三

年
の
作
）

２
、
秋
之
云
暮
、
唯
菊
独
残
（
文
粋

巻
十
一
。
紀
長
谷
雄
。
右
と
同

題
の
詩
序
）

家
忌

の
た
め
に
八
月
中
の
宴
は
控
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
九
月
は

重
陽
節
会
の
た
め
に
慌
た
だ
し
い
。
そ
こ
で
案
出
さ
れ
た
の
が
、
九
月
尽
日

の
宴
で
あ
っ
た
（

）。
１
の

諸
才
子

は
、
菅
家
廊
下
の
門
弟
た
ち
で
あ
る
。

八
月
十
五
夜
の
詩
宴
は
、
明
月
を
愛
で
る
風
雅
の
場
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

道
真
の
門
人
を
教
育
す
る
機
能
を
も
有
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
状
況
の
変
化

に
対
応
し
よ
う
と
し
て
、
九
月
尽
日
の
詩
宴
が
誕
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
も
そ
も
中
国
に
お
け
る
九
月
尽
日
の
詩
は
少
な
く
、
平
安
時
代
に
大
い

に
広
ま
っ
た

白
氏
文
集

に
は
一
首
も
な
い
（

）。

砌

霜
月
尽
、
庭
樹
雲
雪
深
（
初
唐
宋
之
問

上
陽
宮
侍
レ

宴
、
応
レ

制
。

得
二

林
字
一

。
一
本
題
上
有
二

九
月
晦
日
四
字
一

）

秋
尽
東
行
且
未
レ

迴
、
茅
斎
寄
在
二

少
城
隈
一

不
レ

辞
萬
里
長
為
レ

客
、

懐
抱
何
時
得
二

好
開
一

（
盛
唐
杜
甫

秋
尽
）

為
レ

客
無
二

時
了
一

、
悲
秋
向
レ

夕
終

年
年
小
揺
落
、
不
下

与
二

故
園
一

同
上

（
同

大
暦
二
年
九
月
三
十
日
）

霜
降
三
旬
後
、

余
一
葉
秋

潘
安
過
二

今
夕
一

、
休
レ

詠
二

賦
中
愁
一

（
中
唐
元

賦
得
二

九
月
尽
一
秋
字

）

第
一
例
以
外
は
、
楚
辞

の

九
弁

や
潘
岳

秋
興
賦
（
文
選

巻

十
三
）
以
来
の
、
秋
の
悲
哀
を
詠
じ
る
伝
統
に
の
っ
と
っ
て
い
る
。
第
一
例

は
、
注
に
依
ら
な
け
れ
ば
、
九
月
尽
日
の
詩
と
は
言
え
な
い
。
第
四
例
の
題

に
は

賦
得

と
あ
る
の
で
、
九
月
尽
日
の
詩
は
文
人
の
間
に
、
あ
る
程
度

広
が
っ
て
い
た
と
認
め
て
よ
い
。
こ
れ
ら
は
、
九
月
尽
日
に
詠
じ
ら
れ
た
悲

秋
の
詩
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
類
の
詩
趣
は
、
平

安
時
代
に
お
い
て
受
容
さ
れ
て
お
り
、
少
数
な
が
ら
指
摘
で
き
る
。

３
、
潘
岳
夜
来
応
二

穏
睡
一

、
秋
過
無
二

復
両
眉
低
一

（
田
氏
家
集

巻
之

下
、
九
月
晦
日
、
各
分
二

一
字
一

。
得
レ

迷

。
寛
平
元
（
八
八
九
）
年

の
作
か
）

４
、
嗟
乎
潘
郎
寓
直
、
雖
レ

緩
二

愁
悩
之
心
一

、
陶
令
閑
居
、
難
レ

堪
二

凋
落

之
思
一

（
文
粋

巻
十
一
、
紀
長
谷
雄

九
月
尽
日
、
惜
二

残
菊
一

。

応
レ

製

詩
序
）

と
も
に
、
九
弁

秋
興
賦

に
詠
じ
ら
れ
た
秋
の
哀
し
み
を
踏
ま
え
て
い

る
。
た
だ
、
九
月
尽
日
の
詩
に
お
け
る
こ
の
風
情
は
あ
ま
り
受
け
入
れ
ら
れ
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ず
、
３
・
４
以
外
は
当
時
の
例
を
見
出
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
他

の
九
月
尽
日
の
詩
は
、
行
く
秋
を
惜
し
む
思
い
を
詠
む
の
を
専
ら
と
し
て
い

る
。
九
月
尽
日
に
お
け
る
惜
秋
の
詩
は
、
白
氏
文
集

に
多
い
三
月
尽
日

で
の
行
く
春
を
惜
し
む
感
慨
を
、
九
月
尽
日
に
導
入
し
た
と
考
え
て
よ
い
。

た
と
え
ば
道
真
の
詩
の
、

惜
レ

秋
秋
不
レ

駐
、
思
レ

菊
菊
纔
残
（
文
草

巻
五
、
暮
秋
賦
二

秋
尽

翫
一レ

菊
。
応
レ

令
）

非
二

啻
惜
一レ

花
兼
惜
レ

老
、
呑
レ

声
莫
レ

道

歳
華
闌

（
同
巻
六
、
九

月
尽
日
、
題
二

残
菊
一

。
応
二

太
上
皇
製
一

）

な
ど
が
、

惆
悵
春
帰
留
不
レ

得
、
紫
藤
花
下
漸
黄
昏
（
巻
三
・

、
三
月
三

十
日
、
題
二

慈
恩
寺
一

）

留
レ

春
春
不
レ

住
、
春
帰
人
寂
寞
（
巻
五
十
一
・

、
落
花
）

不
二

独
送
一レ

春
兼
送
レ

老
、
更
嘗
二

一
酌
一

更
聴
看
（
巻
五
十
五
・

、

送
レ

春
）

と
い
っ
た
白
居
易
の
惜
春
の
詩
を
も
と
と
し
て
い
る
の
は
明
か
で
あ
る
。
平

安
時
代
の
詩
人
た
ち
が
、
白
氏
文
集

の
三
月
尽
日
の
詩
に
心
惹
か
れ
、

共
感
し
て
同
趣
の
詩
を
詠
じ
る
中
で
、
そ
の
風
情
を
春
に
対
す
る
秋
に
及
ぼ

す
の
は
、
自
然
な
成
り
行
き
で
あ
っ
た
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
九
月
尽
日
の
詩
が
生
ま
れ
、
こ
の
日
の
詩
宴
が
、
菅
原

氏
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
わ
ず
か
な
時
間
を
お
い

て
、
宴
は
新
た
な
展
開
を
見
せ
る
。
ま
ず
、
寛
平
二
（
八
九

）
年
閏
九
月

二
十
九
日
に
宇
多
天
皇
の
も
と
、
密
宴
が
催
さ
れ
る
（
日
本
紀
略
）。

５
、

年
有
二

三
秋
一

、
秋
有
二

九
月
一

。
九
月
之
有
二

此
閏
一

、
閏
亦
尽
二

於
今
宵
一

矣
。
夫
得
而
易
レ

失
者
時
也
。
感
而
難
レ

堪
者
情
也
。

宜
哉
睿
情
惜
而
又
惜

天
惜
二

凋
年
一

閏
在
レ

秋
、
今
宵
偏
感
急
如
レ

流
。
霜
鞭
近
警
衣
寒
冒
、

漏
箭
頻
飛
老
暗
投
。
菊
為
二

花
芳
一

衰
又
愛
、
人
因
二

道
貴
一

去
猶
留
。

明
朝
縦
戴
二

初
冬
日
一

、
豈
勝
蕭
蕭
夢
裡
遊
（
文
草

巻
五
、

閏
九

月
尽
、
燈
下
即
事
。
応
レ

製
）

序
に

睿
情

と
あ
る
よ
う
に
、
九
月
尽
日
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
宇
多
天

皇
で
あ
っ
た

道
真
か
ら
の
働
き
か
け
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

。

こ
の
年
の
春
、
道
真
は
讃
岐
守
の
任
を
終
え
て
都
に
戻
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

帰
洛
に
合
わ
せ
た
か
の
よ
う
に
、
新
た
な
試
み
と
し
て
作
文
を
伴
う
密
宴
が

開
か
れ
た
の
で
あ
る
。詩
序
を
作
成
す
る
な
ど
、宴
を
主
導
す
る
任
務
を
担
っ

た
の
は
、
道
真
で
あ
っ
た
ろ
う
。
詩
序
に
は

近
習
者
侍
臣
五
六
、
外
来
者

詩
人
両
三
而
已

と
あ
っ
て
規
模
は
小
さ
い
が
、
菅
原
氏
の
詩
宴
が
宮
廷
に

取
り
入
れ
ら
れ
た
記
念
す
べ
き
催
し
と
言
え
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
道
真
は

宇
多
天
皇
に
重
く
用
い
れ
ら
れ
て
政
界
の
中
枢
を
占
め
、
異
例
の
出
世
を
遂

げ
る
。
こ
の
密
宴
は
、
天
皇
と
道
真
が
強
く
結
び
つ
き
を
象
徴
す
る
出
来
事

と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
詩
序
と
詩
が
巻
五
の
巻
頭
に
置
か
れ

た
の
は
、
道
真
及
び
菅
原
氏
の
矜
持
を
示
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
り
、
注

目
し
て
よ
い
。

そ
の
後
も
こ
の
詩
宴
は
、
場
を
変
え
て
催
さ
れ
て
い
る
。

６
、

于
レ

時
九
月
廿
七
日
、
孰
不
レ

謂
二

之
尽
秋
一

。
孤
叢
両
三
茎
、

孰
不
レ

謂
二

之
残
菊
一

。
謹
奉
二

令
旨
一

、
賦
二

此
双
関
一

─ ─



惜
レ

秋
秋
不
レ

駐
、
思
レ

菊
菊
纔
残
。
物
与
レ

時
相
去
、
誰
厭
二

徹
レ

夜
看
一

（
文
草

巻
五
、

暮
秋
賦
二

秋
尽
翫
一レ

菊
。
応
レ

令
。
并
序

。
寛
平
六

年
の
作
）

７
、
蘆
簾
砌
下
水
辺
欄
、
秋
只
一
朝
菊
早
寒

非
二

啻
惜
一レ

花
兼
惜
レ

老
、

呑
レ

声
莫
レ

道
歳
華
闌
（
同
巻
六
、
九
月
尽
日
、
題
二

残
菊
一

。
応
二

太
上
皇
製
一

。
同
勒
二

寒
残
看
闌
一

。
昌
泰
二

八
九
九

年
の
作
）

こ
の
よ
う
に
、
東
宮
敦
仁
親
王
（
後
の
醍
醐
天
皇
）
や
宇
多
上
皇
の
も
と
で

行
わ
れ
て
い
る
。
詩
序
や
詩
の
内
容
か
ら
察
す
る
と
、
行
く
秋
を
惜
し
み
、

今
な
お
咲
き
つ
づ
け
る
菊
花
を
賞
翫
す
る
と
こ
ろ
に
、
詩
宴
の
趣
向
が
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
の
詩
人
た
ち
は
、
す
で
に
素
地
と
し
て
三
月
尽
日
の

詩
趣
を
身
に
付
け
て
い
た
の
で
、
九
月
尽
日
の
詩
へ
の
対
応
は
た
や
す
か
っ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
二
例
と
も
５
の
よ
う
な
密
宴
で
は
な
く
、
も
う
少
し
規

模
の
大
き
い
、公
宴
に
準
じ
る
性
格
を
帯
び
た
詩
宴
だ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

６
は
、
父
帝
の
影
響
を
受
け
た
の
か
、
東
宮
が
催
し
て
い
る
。
宮
廷
で
徐
々

に
認
知
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
道
真
は
、
詩
宴
の
中
心
と

な
っ
て
、
運
営
な
ど
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
当
代
随
一
の

文
人
と
し
て
、
面
目
躍
如
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
７
は
、
九
月
尽
日
の
宴
を
密

宴
と
し
て
催
し
た
宇
多
天
皇
が
、
退
位
後
も
関
心
を
持
ち
続
け
て
い
た
こ
と

示
し
て
い
る
。
道
真
は
上
皇
と
の
親
昵
を
保
っ
て
お
り
、
上
皇
の
宴
へ
の
興

味
に
応
え
る
働
き
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

昌
泰
四
（
九

一
）
年
正
月
二
十
五
日
、
天
皇
廃
立
を
企
て
た
と
の
罪
科

に
よ
っ
て
、
道
真
は
大
宰
権
帥
に
左
遷
さ
れ
た
。
そ
の
二
年
後
の
延
喜
三
（
九

三
）
年
二
月
二
十
五
日
に
、
都
へ
戻
る
望
み
も
空
し
く
、
配
所
に
お
い
て

五
十
九
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
道
真
が
流
罪
と
な
り
、
そ
の
息
子
た
ち
も
都

か
ら
追
わ
れ
、
四
散
し
て
謫
所
へ
下
っ
た
。
こ
の
菅
家
凋
落
の
情
勢
に
あ
っ

て
も
、
同
家
に
始
ま
る
九
月
尽
日
の
詩
宴
ま
で
が
、
一
掃
さ
れ
る
に
は
到
ら

な
か
っ
た
。

８
、
秋
之
云
暮
、
余
輝
易
レ

斜
、
菊
之
孤
芳
、
残
色
可
レ

惜
。
嗟
乎
潘
郎

寓
直
、
雖
レ

緩
二

愁
悩
之
心
一

、
陶
令
閑
居
、
難
レ

堪
二

凋
落
之
思
一

人
皆
送
レ

秋
、
所
三

以
賜
二

送
レ

秋
之
宴
一

、
人
皆
惜
レ

菊
、
所
三

以
降
二

惜
レ

菊
之
恩
一

（
文
粋

巻
十
一
、
紀
長
谷
雄

九
月
尽
日
、
惜
二

残
菊
一

。
応
レ

製

詩
序
）

こ
の
宴
は
、
日
本
紀
略

延
喜
二
年
九
月
二
十
六
日
の
条
に
、
於
二

御
殿
一

、

有
二

九
月
尽
宴
一

。
以
三

九
月
尽
惜
二

残
菊
一

為
レ

題
。
左
大
臣
以
下
陪
レ

座
、
奏
二

糸
竹
一

と
記
さ
れ
て
い
る
。
台
閣
の
首
班
左
大
臣
藤
原
時
平
以
下
が
醍
醐

天
皇
の
下
に
陪
侍
し
て
、賦
詩
奏
楽
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、前
掲
の
５
・

６
・
７
の
詩
宴
と
は
格
式
内
容
規
模
が
異
な
る
。
文
字
通
り
宮
廷
社
会
に
根

を
下
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
菅
原
道
真
お
よ
び
菅
家
の
影

を
感
じ
さ
せ
な
い
形
で
、
こ
の
日
の
宴
は
定
着
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
か
。

九
月
尽
日
の
宴
は
、
惜
秋
の
風
情
が
好
ま
れ
た
だ
け
で
、
宮
廷
に
受
け
入

れ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。
５
の
詩
序
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
こ
の
日
の
宴
は

過
ぎ
ゆ
く
秋
へ
の
哀
惜
を
主
題
と
し
て
い
る
。
だ
が
、
菅
家
廊
下
で
創
始
さ

れ
た
宴
の
詩
題
に
は
、
１

白
菊
叢
辺
命
レ

飲

と
あ
っ
て
、
元
来
一
年
最

後
の
花
で
あ
る
菊
を
い
と
お
し
む
気
持
ち
が
背
後
に
は
あ
っ
た
。
秋
の
終
わ

り
で
あ
る
九
月
尽
日
と
残
り
の
菊
と
の
結
び
つ
き
が
、
宴
が
親
し
ま
れ
る
上

─ ─



で
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
６

暮
秋
賦
二

秋
尽
翫
一レ

菊
・

７
・
８

九
月
尽
日
、
題
二

残
菊
一

と
、
い
ず
れ
の
詩
も
菊
（
残
菊
）
を

題
材
と
し
て
お
り
、
そ
れ
を
通
し
て
九
月
尽
日
に
お
け
る
思
い
を
詠
も
う
と

す
る
姿
勢
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
漠
然
と
惜
秋
の
感
慨
を
詠
じ
る

だ
け
で
は
、
受
け
入
れ
に
く
い
面
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
菊
と
い
う
明
瞭

な
哀
惜
の
対
象
を
絡
め
た
結
果
、
こ
の
日
の
宴
は
人
々
に
馴
染
ん
だ
の
で
あ

る
。菅

家
廊
下
で
こ
の
宴
が
始
ま
っ
て
公
宴
と
な
る
に
到
る
ま
で
、
二
十
年
足

ら
ず
の
歳
月
を
経
て
い
る
。
創
始
者
で
あ
る
道
真
は
、
延
喜
二
年
の
公
宴
の

日
、
謫
所
大
宰
府
で
苦
難
の
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
た
中
、
次
の
詩
を
詠
じ

て
い
る
。

今
日
二
年
九
月
尽
、
此
身
五
十
八
廻
秋
。
思
二

量
何
事
一

中
庭
立
、
黄

菊
残
花
白
髪
頭
（
菅
家
後
集
、
九
月
尽
）

第
三
句

思
二

量
何
事
一

は
、
自
ら
始
め
た
九
月
尽
日
の
宴
が
、
都
で
ど

う
な
っ
て
い
る
か
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
都
の
様
子
は
知
る
べ
く
も
な
か
っ
た
ろ
う
が
、
こ
の
日
の
公
宴
に

合
わ
せ
た
か
の
よ
う
な
詠
で
あ
る
。
宮
廷
で
の
華
や
か
な
公
宴
と
、
大
宰
府

に
お
け
る
苦
難
の
中
の
独
詠
を
比
べ
て
み
る
と
、
晴
の
場
か
ら
隔
絶
さ
れ
た

道
真
の
没
落
が
際
だ
っ
て
来
る
。

五

以
上
述
べ
て
き
た
と
お
り
、
平
安
時
代
に
行
わ
れ
た
寒
食
・
八
月
十
五

夜
・
九
月
尽
日
の
年
中
行
事
は
、
ま
ず
中
国
の
行
事
及
び
詩
就
中

白
氏
文

集

を
受
容
す
る
こ
と

九
月
尽
日
は
、
白
詩
の
三
月
尽
日
の
風
情
を
日

本
化
し
た
も
の

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
と
も
に
菅
原
氏
が
私

的
な
詩
宴
に
よ
っ
て
、
推
進
し
ま
た
先
鞭
を
付
け
た
の
で
あ
っ
た
。
三
行
事

が
中
国
か
ら
伝
わ
っ
て
日
本
に
お
い
て
定
着
す
る
ま
で
の
経
過
を
、
そ
れ
ぞ

れ
図
示
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

寒
食

中
国
（
類
書
・
盛
唐
頃
ま
で
の
詩
等
）

（
弘
仁
年
間
の
詩
宴
？
。
こ
れ
ま
で
は
白
詩
の
影
響
は
ま
ず
な
い
）

菅
原
氏
の
宴

八
月
十
五
夜

中
国
（
白
詩
等
）

菅
原
氏
の
宴

停
廃
（
元
慶
五
年
以
降
）

公
宴
（
寛
平
九
年
）

宇
多
法
皇
の
宴
（
延
喜
九
年
）

─ ─



九
月
尽
日

中
国
（
白
詩
の

三
月
尽
）

日
本
で
の
三
月
尽
詩
の
普
及

菅
原
氏
の
九
月
尽
日
の
宴

宇
多
天
皇
の
密
宴
（
寛
平
二
年
）

東
宮
敦
仁
親
王
の
宴
（
寛
平
六
年
）

宇
多
上
皇
の
宴
（
昌
泰
二
年
）

公
宴
（
延
喜
二
年
）

こ
の
う
ち
、
寒
食
は
菅
原
氏
を
中
心
と
し
た
文
人
た
ち
の
間
で
行
わ
れ
た

程
度
で
、
そ
れ
以
外
へ
の
波
及
は
あ
ま
り
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
し
て
公
宴
に

ま
で
格
上
げ
さ
れ
る
に
到
る
こ
と
は
な
い
。
一
方
八
月
十
五
夜
と
九
月
尽
日

の
宴
は
、
一
氏
族
を
中
心
と
し
た
催
し
か
ら
始
ま
っ
て
、
宮
廷
で
の
宴
へ
と

進
展
す
る
な
ど
、
そ
の
広
が
り
に
は
瞠
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
こ
の
二
行

事
は
漢
詩
創
作
の
み
な
ら
ず
、
後
に
は
和
歌
を
詠
じ
る
場
と
も
な
る
な
ど
、

当
時
の
文
学
に
新
た
な
題
材
を
提
供
す
る
結
果
を
も
齎
し
た
。そ
の
意
味
で
、

菅
原
氏
や
菅
家
廊
下
の
担
っ
た
役
割
は
、
甚
だ
大
き
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。山

中
裕

平
安
朝
の
年
中
行
事
（
序
論
）
は
、
平
安
時
代
の
宮
廷
行
事
を
、

Ａ

唐
行
事
の
輸
入
の
も
の

Ｂ

日
本
民
間
行
事
が
宮
廷
に
採
用
さ
れ
歳
事
と
な
っ
た
も
の

Ｃ

Ａ
、
Ｂ
折
衷
の
も
の

に
分
類
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
八
月
十
五
夜
の
宴
は
ま
ず
Ａ
で
よ
い

で
あ
ろ
う
。
九
月
尽
日
の
宴
は
白
詩
の
三
月
尽
に
端
を
発
す
る
も
の
の
、
い

ち
お
う
Ａ
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
三
月
尽
は
、
も
と
も
と
年
中
行

事
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、
詩
の
題
材
で
あ
る
。
そ
れ
が
日
本
に
持
ち
込
ま
れ

て
、
独
自
の
変
化
を
遂
げ
た
後
に
宮
廷
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
右
の
分

類
に
収
ま
ら
な
い
側
面
が
あ
る
。
ま
た
こ
の
二
行
事
は
、
中
唐
詩
人
白
居
易

の
作
品
の
影
響
下
に
あ
り
、
し
か
も
平
安
時
代
の
文
人
が
新
し
い
年
中
行
事

形
成
に
大
き
く
か
か
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
詩
人
の
作
品
が
、
一
国
の
宮
廷

行
事
に
深
く
関
与
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
は
、
当
時
の
文
化
の
特
質

と
し
て
、
注
目
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
行
事
誕
生
の

背
景
経
過
を
跡
づ
け
う
る
例
は
稀
有
と
言
え
よ
う
。

注（
１
）
寒
食
に
つ
い
て
は
、
平
岡
武
夫

白
居
易
と
寒
食
・
清
明
（
白

居
易

生
涯
と
歳
時
記

所
収
）、
中
村
喬

寒
食
清
明
の
風
習
と
行
事

（
中
国
歳
時
史
の
研
究

所
収
）、
同

三
月
寒
食
清
明
節
（
中

国
の
年
中
行
事

所
収
）
参
照
。

（
２
）
是
善
に
つ
い
て
は
、
菅
相
公
集
十
巻
（
貞
享
版

菅
家
後
草

巻
十
三
、
献
二

家
集
一

状
）
と

菅
相
公
（
本
朝
文
粋

巻
九
、

暮
春
南
亜
相
山
庄
尚
歯
会
詩

序
）、
輔
正
に
つ
い
て
は
、
吏
部

─ ─



大
卿
相
公
（
本
朝
麗
藻

巻
下
、
大
江
以
言

三
月
尽
日
、
陪
二

吉
祥
院
聖
廟
一

、
同
賦
二

古
廟
春
方
暮
一

、
各
分
二

一
字
一

詩

序
）
と

吏
部
相
公

（
同
、
高
階
積
善

九
月
尽
日
、
侍
二

北
野
廟
一

、
各

分
二

一
字
一

詩

序
）
が
あ
る
。

（
３
）
こ
の
序
に
つ
い
て
は
、
蔵
中
ス
ミ

常
康
親
王
と
雲
林
院
（
歌

人
素
性
の
研
究

所
収
）、
山
口
博

王
朝
歌
壇
の
研
究

桓
武
仁

明
光
孝
朝
篇

第
二
章
・
第
二
節

雲
林
院
の
歌
壇
、
参
照
。

（
４
）
た
と
え
ば
、
芸
文
類
聚

初
学
記

の

寒
食

の
項
は
、

范
曄
後
漢
書
曰
、
周
挙
遷
二

并
州
刺
史
一

。
太
原
一
郡
旧
俗
、

以
二

介
子
推
焚
一レ

骸
、
有
二

龍
忌
之
禁
一

。
至
二

其
月
一

咸
言
、
神

霊
不
レ

楽
レ

挙
レ

火
。
挙
移
二

書
於
子
推
廟
一

云
、
春
中
寒
食
一
月
、

老
小
不
レ

堪
、
今
則
三
日
而
已
。

を
引
い
て
い
る
。

（
５
）
丸
山
裕
美
子
假
寧
令
と
節
日

律
令
官
人
の
休
暇

（
日

本
古
代
の
医
療
制
度

所
収
）
参
照
。

（
６
）
久
木
幸
男

日
本
古
代
学
校
の
研
究

二
七
一
ペ
ー
ジ
。

（
７
）
平
岡
氏
は
、
注（
１
）論
考
で

白
居
易
は
こ
れ
に
つ
い
て
多
く
の

作
品
を
残
し
て
い
る
。
も
し
彼
に
歳
時
記
を
編
集
さ
せ
た
ら
、
最
も

多
く
の
ペ
ー
ジ
を
こ
の
日
の
行
事
の
た
め
に
さ
い
た
で
あ
ろ
う

（
こ
れ

は
寒
食
・
清
明
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
８
）
こ
の
日
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
山
中
裕

平
安
朝
の
年
中
行
事

二
三
一

二
三
八
ペ
ー
ジ
、
大
曾
根
章
介

八
月
十
五
夜
（
大
曾

根
章
介

日
本
漢
文
学
論
集

第
一
巻
、
所
収
）、
渡
辺
秀
夫

平

安
朝
文
学
と
漢
文
世
界

一
二
九

一
三
三
ペ
ー
ジ
、
中
村
喬

八

月
十
五
日
中
秋
節
（
続
中
国
の
年
中
行
事

所
収
）
参
照
。

（
９
）
吉
川
幸
次
郎

杜
甫
と
月
（
吉
川
幸
次
郎
全
集

第
十
二
巻
、

所
収
）。

（

）
柿
村
重
松

本
朝
文
粋
註
釈
（
下
）
五
六
・
五
七
ペ
ー
ジ
、
後

藤
昭
雄

紀
長
谷
雄

延
喜
以
後
詩
序

私
注
（
平
安
朝
文
人
志

所
収
）。

（

）
月
光
が
あ
ら
ゆ
る
物
を
照
ら
す
公
平
さ
は
、
既
に

礼
記
（
孔

子
間
居
）
に
、
天
無
二

私
覆
一

、
地
無
二

私
載
一

、
日
月
無
二

私
照
一

と
述
べ
て
お
り
、
新
撰
万
葉
集
（
巻
上
・
秋
歌
）
に
も
、
秋
天

明
月
照
無
レ

私
、
白
露
庭
前
似
二

乱

一

と
見
え
る
。

（

）
道
真
は
、
寛
平
二
年
九
月
頃
の
作
で
あ
る

感
二

白
菊
花
一

、
奉
レ

呈
二

尚
書
平
右
丞
一

（
文
草

巻
四
）
の
第
五
句

感
レ

昔
三
千
門

下
客

に
、
予
為
二

博
士
一

、
毎
レ

年
季
秋
、
大
学
諸
生
、
賞
二

翫
此

花
一

と
注
す
る
。
文
章
博
士
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
元
慶
元
年
で
あ

る
の
で
、
こ
の
頃
か
ら
毎
年
九
月
に
は
、
白
菊
の
花
を
愛
で
る
集
い

を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
が
元
慶
七
年
の
九
月
尽
日
の

宴
に

が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（

）
九
月
尽
日
の
文
学
作
品
に
つ
い
て
は
、
小
島
憲
之

四
季
語
を
通

し
て

尽
日

の
誕
生

（
国
語
国
文

第
四
十
六
巻
一

号
）、
太
田
郁
子

和
漢
朗
詠
集

の

三
月
尽
・
九
月
尽

（
言

語
と
文
芸

第
九
十
一
号
）
参
照
。

─ ─


